
■第４回策定会議で出された意見の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

■今後の活用方法について 

 

 

項 目 意 見 の 内 容 

全体 

・凡例、地図などの色の統一 

・地図に国道の位置（1 号、257 号、315 号）を表示 

・色弱の方に配慮した色づかい 

・わかりやすい表現（文章、イラスト追加） 

表紙 
・自助のための事前の備えのすすめの追加 

 ⇒●避難行動を考えることに加え、家の中の事前の備えの勧めを追加

災害特性 
・濃淡をつけた図面の分かりやすい表現 

地震・津波 

・内閣府発表の最大震度 7 のイメージイラストの追加 

・緊急時の災害時要援護者の対応の検討（地震予知情報発令時、階上へ

の避難など） 

 ⇒●避難準備情報など、災害時要援護者の早めの避難を呼びかける情

報を記載 

・停電時に点灯するライト（懐中電灯としても利用可）の紹介 

１ 

災
害
か
ら
身
を
守
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風水害 

・水位情報と情報入手先を同一ページに掲載 

・浸水想定区域図を見やすく 

・「浸水深」の分かりやすい表現 

・河川増水時のサイレン吹鳴パターンの掲載 

 ⇒●天竜川におけるダム放流時サイレンについては、別冊に掲載 

２ 災害に備える 

・情報入手方法を家族で確認しよう、といった呼びかけを追加 

・「自ら情報を取りに行く」などの自主的な言葉の使用 

・土のうの作り方の掲載再考 

 ⇒●土のうの作り方は別冊に掲載 

・初期消火や応急手当のページの削除 

 ⇒●他の区で意識啓発のため掲載したいとの意見があり、共通ページ

として掲載 

・非常持出品として｢ビニール袋｣｢はさみ｣｢軍手｣を追加 

防災マップ 

・隣接の地区が見られるような両面印刷とする 

・「標高」を「海抜」に変更 

・海や河川の着色 

資料①

区分 これまでに出された意見 

自治会・町内会 ・詳細な防災マップの作成 

その他 ・事前の備えについて周知の徹底が必要 

・冊子を活用した自主勉強会の開催 

 


